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図 4-2-37 ケース⑪断層モデル（南海トラフの巨大地震） 
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⑧ Furumura et al. (2011)連動モデル 

Furumura et al. (2011)の連動モデルの断層パラメータにより、計算した地盤変動量を

図 4-2-38 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-38 Furumura et al. (2011)の連動モデル 

 

⑨ Baba et al. (2005)東南海モデル、南海モデル、連動モデル 

Baba et al. (2005)の東南海地震モデル、南海地震モデルおよび東南海地震・南海地震

の連動地震モデルの断層パラメータにより計算した地盤変動量を図  4-2-39～図 

4-2-41 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-39 Baba et al. (2005)の東南海モデル 
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図 4-2-40 Baba et al. (2005)の南海モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-41 Baba et al. (2005)の連動モデル
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3.津波シミュレーションに用いる地形モデルの作成 

3.1 地形データ 

（高松市、坂出市） 

地形データについて図 4-3-1～4-3-8 に示す。 

 

 

図 4-3-1 2430m メッシュ領域（2430A） 

 

 

図 4-3-2 810m メッシュ領域（810A） 
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図 4-3-3 270m メッシュ領域（270A） 

 

 

図 4-3-4  90m メッシュ領域（90A） 
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図 4-4 30m メッシュ領域（30C） 

 

 

図 4-3-6 10m メッシュ領域（10F） 
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図 4-3-7 10m メッシュ領域（10Y） 

 

 

図 4-3-8 10m メッシュ領域（10Z） 
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（さぬき市、東かがわ市） 

地形データについて図 4-3-9～4-3-17 に示す。 

 

 

図 4-3-9 2430m メッシュ領域（2430A） 

 

 

図 4-3-10 810m メッシュ領域（810A） 
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図 4-3-11 270m メッシュ領域（270A） 

 

 

 

図 4-3-12  90m メッシュ領域（90A） 
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図 4-3-13  90m メッシュ領域（90B） 

 

 

 

図 4-3-14 30m メッシュ領域（30A） 
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図 4-3-15 30m メッシュ領域（30B） 

 

 

 

図 4-3-16 10m メッシュ領域（10A） 
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図 4-3-17 10m メッシュ領域（10B） 
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3.2 構造物データ 

構造物データについて図 4-3-18～4-3-22 に示す。 

南海トラフの巨大地震モデル検討会において検討された震度分布・浸水域等に係るデータ

を利用した。 

（高松市、坂出市） 

 
 

図 4-3-18 10m メッシュ領域(10F)の構造物データ。カラーは構造物の高さを意味する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4-42 
 

 

図 4-3-19 10m メッシュ領域(10Y)の構造物データ。カラーは構造物の高さを意味する。 

 

 

図 4-3-20 10m メッシュ領域(10Z)の構造物データ。カラーは構造物の高さを意味する。 
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（さぬき市、東かがわ市） 

 

図 4-3-21 10m メッシュ領域(10A)の構造物データ。カラーは構造物の高さを意味する。 

 

 
図 4-3-22 10m メッシュ領域(10B)の構造物データ。カラーは構造物の高さを意味する。 

 

 



 

4-44 
 

4.津波計算地点 

時系列波形データの計算地点は、表 4-4-1、表 4-4-2 に示したとおり、DONET 観測点

51 地点（図 4-4-1 参照）、対象地域内の津波浸水想定地域の 32 地点、28 地点とする。 

（高松市、坂出市） 

表 4-4-1 時系列波形データ抽出点 

 

 

（さぬき市、東かがわ市） 
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表 4-4-2 時系列波形データ抽出点 
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図 4-4-1  DONET 観測点 51 地点位置 

 

 次項以降に、対象地域ごとに時系列波形データ、最大水位分布及び最大浸水深分布を数

例示す。 
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1.はじめに 

 

津波予測精度の検証においては、内閣府(2012)のモデルの津波を利用する。まず、震源モ

デルを仮定して擬似観測データを生成し、それを真の値として、本システム予測値と比較す

る。ここでは、内閣府モデルを初期波源としたフォワード計算により、DONET 観測点での

海底水圧変動、各予測ポイントでの津波波形および陸上への浸水を計算し、DONET 観測点

での海底水圧変動データから本システムを用いて予測された各予測ポイントでの最大津波

高さ及び第１波到達時刻と、波源から直接計算された各予測ポイントでの最大津波高さ及

び第１波到達時刻を比較する。陸上への浸水についても同様に比較する。 
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2.内閣府モデル（2012）による本システムの検証 

 

最大クラスの地震に対して、本システムがどのように動作するかを検証するため、ここで

は、内閣府（2012）の津波断層モデル（ケース 3）を用いた。前章と同様の手順で、擬似観

測データを内閣府ケース 3（2012）の津波断層モデルを用いて生成し、それを真の値とし

て、本システム予測値と比較する。ここで用いた津波断層モデルを図 5-1 に示す。この波

源モデルから、津波増幅率データベースの構築で使用した同じ計算手法を用いてシミュレ

ートした DONET 各観測点での海底静水圧変動を図 5-2 に示す。 

 この波源モデルによる、本システムの断層モデル絞込み結果を図 5-3 に示す。次項以降

では、この断層絞込み結果を元に本システムが提供する予測値について説明する。 

 
図 5-1 内閣府ケース 3（2012）の津波断層モデル 
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図 5-2 内閣府ケース 3（2012）の津波断層モデルにより計算した DONET 観測点での静

水圧変動の波形。 

 

図 5-3 内閣府ケース 3（2012）の津波断層モデルによる断層絞込み結果。赤四角や紫四

角は絞り込みの結果、棄却された断層モデルで、黒四角が予測に使用される候補となる断

層モデルを示す。 
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2.1 10F（坂出東）地域内の津波高さ予測 

 

 10F 地域内の予測 2 ポイントでの津波波形を図 5-4 に、10F 域の最大浸水深図を図 5-5

に示す。予測ポイントでの最大津波高さは 0.78m、0.79m であった。 

 図 5-3 の断層モデル絞込み結果を元に、津波を検知した DONET 観測点での水圧変化の

絶対値ピーク値と予測 2 ポイントにおける最大津波高さの相関図を図 5-6、5-7 に示す。 

 この相関図から、本システムが提供する予測値は、0.71m,0.74m となった。各ポイント

における計算値と予測値の比較は表 5-1 にまとめた。 

 本システムでは最大浸水図も合わせて提供される。最大浸水図は予測ポイントごとに提

供され、図 5-6、図 5-7 の赤点のシナリオに対応した最大浸水図が表示される。例とし

て、P002 で予測された 0.74m に対応するシナリオの最大水位分布を図 5-8 に、それによ

る最大浸水図を図 5-9 に示す。 

 
図 5-4 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 10 により計算した 10F 地域内

の予測 5 ポイントにおける計算津波波形。 
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図 5-5 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 3 により計算した 10F 域の最

大浸水深図 

 

図 5-6 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P001 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-7 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P002 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 

表 5-1 計算値とシステム予測の最大津波高さ及び第１波到達時刻の比較 

地点 

最大津波高さ 第１波到達時刻 

計算値(ｍ) 
システム 

予測値(m)
残差(m) 計算値(秒)

システム 

予測値(秒) 
残差(秒) 

P001 0.79 0.71 -0.08 11952 4935 -2916 

P002 0.78 0.74 -0.04 11898 4903 -2882 
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図 5-8 本システムによって選ばれたモデル（P002 に 0.74m の津波をもたらした断層モ

デル、M8.5）。最大水位分布を表示。 

 
図 5-9 本システムによる最大浸水予測 
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2.2 10Z（坂出西）地域内の津波高さ予測 

 

10Z 地域内の予測 9 ポイントでの津波波形を図 5-10 に、10Z 域の最大浸水深図を図 5-

11 に示す。予測ポイントでの最大津波高さは 0.74m～1.00m であった。 

 図 5-3 の断層モデル絞込み結果を元に、津波を検知した DONET 観測点での水圧変化の

絶対値ピーク値と予測 9 ポイントにおける最大津波高さの相関図を図 5-12～図 5-20 に示

す。 

 この相関図から、本システムが提供する予測値は、0.63m～1.04m となった。各ポイン

トにおける計算値と予測値の比較は表 5-2 にまとめた。 

 本システムでは最大浸水図も合わせて提供される。最大浸水図は予測ポイントごとに提

供され、図 5-12～図 5-20 の赤点のシナリオに対応した最大浸水図が表示される。例とし

て、P004 で予測された 1.04m に対応するシナリオの最大水位分布を図 5-21 に、それに

よる最大浸水図を図 5-22 に示す。 

 

 
図 5-10 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 3 により計算した 10Z 地域内

の予測 9 ポイントにおける計算津波波形。 



 

5-9 
 

 
図 5-11 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 3 により計算した 10Z 域の最

大浸水深図 

 

図 5-12 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P001 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 
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図 5-13 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P002 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 

 

図 5-14 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P003 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 
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図 5-15 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P004 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 

 

 

図 5-16 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P005 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 
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図 5-17 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P006 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 

 

図 5-18 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P007 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 
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図 5-19 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P008 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 

 

 

図 5-20 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P009 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 
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表 5-2 計算値とシステム予測の最大津波高さ及び第１波到達時刻の比較 

地点 

最大津波高さ 第１波到達時刻 

計算値(ｍ) 
システム 

予測値(m)
残差(m) 計算値(秒)

システム 

予測値(秒) 
残差(秒) 

P001 0.79 0.70 -0.09 12220 5358 -6862 

P002 0.99 1.02 0.03 8799 5502 -3297 

P003 0.88 0.80 -0.08 12085 5275 -6810 

P004 1.00 1.04 0.04 8786 5418 -3368 

P005 0.92 0.88 -0.04 8951 5395 -3556 

P006 0.88 0.81 -0.07 12091 5307 -6784 

P007 0.87 0.77 -0.10 12087 5265 -6822 

P008 0.80 0.73 -0.07 12216 5433 -6783 

P009 0.74 0.63 -0.11 12311 5496 -6815 

 

 

 
図 5-21 本システムによって選ばれたモデル（P004 に 1.04m の津波をもたらした断層モ

デル、M8.5）。最大水位分布を表示。 
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図 5-22 本システムによる最大浸水予測 
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2.3 10Y（高松）地域内の津波高さ予測 

 

10Y 地域内の予測 20 ポイントでの津波波形を図 5-23 に、10Y 域の最大浸水深図を図 5-

24 に示す。予測ポイントでの最大津波高さは 0.68m～1.08m であった。 

 図 5-3 の断層モデル絞込み結果を元に、津波を検知した DONET 観測点での水圧変化の

絶対値ピーク値と予測 20 ポイントにおける最大津波高さの相関図を図 5-25～図 5-44 に

示す。 

 この相関図から、本システムが提供する予測値は、0.69m～1.08m となった。各ポイント

における計算値と予測値の比較は表 5-3 にまとめた。 

 本システムでは最大浸水図も合わせて提供される。最大浸水図は予測ポイントごとに提

供され、図 5-25～図 5-44 の赤点のシナリオに対応した最大浸水図が表示される。例とし

て、P001 で予測された 1.06m に対応するシナリオの最大水位分布を図 3-6-4-45 に、それ

による最大浸水図を図 5-46 に示す。 

 
図 5-23 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 3 により計算した 10Y 地域内

の予測 20 ポイントにおける計算津波波形。 
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図 5-24 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 3 により計算した 10Y 域の最

大浸水深図 

 

図 5-25 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P001 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 
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図 5-26 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P002 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 

 

図 5-27 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P003 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 
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図 5-28 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P004 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 

 

図 5-29 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P005 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 
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図 5-30 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク

値と地点 P006 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選

択される断層モデル。 

 

図 5-31 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P007 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 



 

5-21 
 

 

図 5-32 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P008 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 

図 5-33 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P009 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-34 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P010 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 

図 5-35 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P011 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-36 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P012 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 

図 5-37 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P013 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-38 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P014 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 

図 5-39 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P015 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-40 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P016 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 

図 5-41 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P017 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-42 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P018 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 

図 5-43 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P019 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-44 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P020 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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表 5-3 計算値とシステム予測の最大津波高さ及び第１波到達時刻の比較 

地点 

最大津波高さ 第１波到達時刻 

計算値

(ｍ) 

システム

予測値

(m) 

残差(m)
計算値

(秒) 

システム 

予測値

(秒) 

残差(秒)

P001 1.04 1.06 0.02 10240 4366 -5874 

P002 1.08 1.08 0.00 10231 4441 -5790 

P003 0.98 1.04 0.06 10453 4695 -5758 

P004 0.97 1.03 0.06 10446 4675 -5771 

P005 0.89 0.99 0.10 10512 4675 -5837 

P006: 0.94 1.04 0.10 10554 4735 -5819 

P007 0.97 1.04 0.07 10672 4750 -5922 

P008 0.92 1.00 0.08 10699 4764 -5935 

P009 0.98 1.06 0.08 10770 4772 -5998 

P010 0.97 1.04 0.07 10904 4744 -6160 

P011 0.98 1.05 0.07 10983 4726 -6257 

P012 0.95 1.01 0.06 11166 4699 -6467 

P013 0.89 0.93 0.04 11478 4709 -6769 

P014 0.83 0.85 0.02 11968 4750 -7218 

P015 0.97 1.08 0.11 10191 4081 -6110 

P016 0.89 0.95 0.06 10331 4264 -6067 

P017 0.84 0.92 0.08 10532 4559 -5973 

P018 0.77 0.81 0.04 10906 4552 -6354 

P019 0.75 0.77 0.02 10539 4246 -6293 

P020 0.68 0.69 0.01 10831 4367 -6464 
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図 5-45 本システムによって選ばれたモデル（P001 に 1.06m の津波をもたらした断層モ

デル、M8.5）。最大水位分布を表示。 

 
図 5-46 本システムによる最大浸水予測  
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2.4 10A（東かがわ市）地域内の津波高さ予測 

10A 地域内の予測 11 ポイントでの津波波形を図 5-47 に、10A 域の最大浸水深図を図 5-

48 に示す。予測ポイントでの最大津波高さは 0.68m～1.08m であった。 

 図 5-3 の断層モデル絞込み結果を元に、津波を検知した DONET 観測点での水圧変化の

絶対値ピーク値と予測 11 ポイントにおける最大津波高さの相関図を図 5-49～図 5-50 に

示す。 

 この相関図から、本システムが提供する予測値は、0.98m～1.46m となった。各ポイント

における計算値と予測値の比較は表 5-4 にまとめた。 

 本システムでは最大浸水図も合わせて提供される。最大浸水図は予測ポイントごとに提

供され、図 5-49～図 5-59 の赤点のシナリオに対応した最大浸水図が表示される。例とし

て、P001 で予測された 0.98m に対応するシナリオの最大水位分布を図 3-6-4-60 に、それ

による最大浸水図を図 5-61 に示す。 

 

図 5-47 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 3 により計算した 10A 地域内

の予測 11 ポイントにおける計算津波波形。 
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図 5-48 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 3 により計算した 10A 域の最

大浸水深図 
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図 5-49 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P001 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-50 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P002 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-51 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P003 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-52 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P004 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 



 

5-34 
 

 
図 5-53 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P005 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-54 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P006 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-55 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P007 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-56 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P008 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-57 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P009 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-58 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P010 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-59 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P011 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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表 5-4 計算値とシステム予測の最大津波高さ及び第１波到達時刻の比較 

地点 

最大津波高さ 第１波到達時刻 

計算値

(m) 

システム

残差(m) 計算値(秒)

システム 

残差(秒) 予測値

(m) 
予測値(秒) 

P001 0.68 0.98 -0.3 5407 2510 -2897 

P002 0.77 0.98 -0.21 5140 1633 -3507 

P003 0.76 1.01 -0.25 5089 1429 -3660 

P004 0.77 1.05 -0.28 5056 1395 -3661 

P005 0.76 1.09 -0.33 4998 1308 -3690 

P006 0.67 0.91 -0.24 4944 1522 -3422 

P007 0.88 1.19 -0.31 4644 1096 -3548 

P008 1.08 1.46 -0.38 4588 1020 -3568 

P009 0.99 1.29 -0.3 4554 782 -3772 

P010 0.92 1.21 -0.29 4522 709 -3813 

P011 0.85 1.19 -0.34 4490 651 -3839 

 

 
図 5-60 本システムによって選ばれたモデル（P001 に 0.98m の津波をもたらした断層モ

デル、M8.5）。最大水位分布を表示 
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図 5-61 本システムによる最大浸水予測 
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2.5 10B（さぬき市）地域内の津波高さ予測 

10B 地域内の予測 17 ポイントでの津波波形を図 5-62 に、10B 域の最大浸水深図を図 5-

63 に示す。予測ポイントでの最大津波高さは 0.75m～2.13m であった。 

 図 5-3 の断層モデル絞込み結果を元に、津波を検知した DONET 観測点での水圧変化の

絶対値ピーク値と予測 17 ポイントにおける最大津波高さの相関図を図 5-64～図 5-80 に

示す。 

 この相関図から、本システムが提供する予測値は、0.86m～2.66m となった。各ポイント

における計算値と予測値の比較は表 5-5 にまとめた。 

 本システムでは最大浸水図も合わせて提供される。最大浸水図は予測ポイントごとに提

供され、図 5-64～図 5-80 の赤点のシナリオに対応した最大浸水図が表示される。例とし

て、P001 で予測された 2.51m に対応するシナリオの最大水位分布を図 3-6-4-81 に、それ

による最大浸水図を図 5-82 に示す。 

 
 

図 5-62 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 3 により計算した 10B 地域内

の予測 17 ポイントにおける計算津波波形。 
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図 5-63 内閣府（2012）が公表した津波断層モデルケース 3 により計算した 10B 域の最

大浸水深図 
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図 5-64 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P001 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 

図 5-65 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P002 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-66 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P003 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-67 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P004 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-68 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P005 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-69 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P006 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-70 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P007 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-71 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P008 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-72 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P009 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

図 5-

73 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値と地

点 P010 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択され

る断層モデル。 
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図 5-74 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P011 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-75 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P012 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。
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図 5-76 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P013 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-77 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P014 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-78 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P015 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 

 
図 5-79 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P016 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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図 5-80 図 5-3 の断層絞込み結果を元に、DONET 観測点での水圧変化の絶対値ピーク値

と地点 P017 における最大津波高さの相関図。赤丸は本システムによる津波予測にて選択

される断層モデル。 
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表 5-5 計算値とシステム予測の最大津波高さ及び第１波到達時刻の比較 

地点 

最大津波高さ 第１波到達時刻 

計算値

(m) 

システム

残差(m) 計算値(秒)

システム 

残差(秒)予測値

(m) 

予測値

(秒) 

P001 2.13 2.51 -0.38 6545 2146 -4399 

P002 2.2 2.66 -0.46 6537 2198 -4339 

P003 2.12 2.55 -0.43 6546 2246 -4300 

P004 2 2.38 -0.38 6556 2353 -4203 

P005 1.46 1.69 -0.23 6406 3324 -3082 

P006 1.38 1.75 -0.37 6298 3240 -3058 

P007 1.43 1.81 -0.38 6272 3213 -3059 

P008 0.98 1.18 -0.2 9677 3633 -6044 

P009 0.75 0.86 -0.11 5775 3453 -2322 

P010 0.76 0.88 -0.12 5753 3472 -2281 

P011 0.84 1.04 -0.2 5495 3211 -2284 

P012 1.11 1.57 -0.46 5522 3285 -2237 

P013 1.39 1.86 -0.47 5563 3257 -2306 

P014 1.55 2.13 -0.58 5581 2364 -3217 

P015 1.37 1.93 -0.56 5561 2395 -3166 

P016 0.9 1.35 -0.45 5436 2531 -2905 

P017 0.88 1.34 -0.46 5411 2503 -2908 
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図 5-81 本システムによって選ばれたモデル（P001 に 0.98m の津波をもたらした断層モ

デル、M8.5）。最大水位分布を表示

図 5-82 本システムによる最大浸水予測 
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